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田
中

仁
教
授
略
歴
・
主
要
著
作
目
録



(阪大法学) 70 (3・4-340）738〔2020.11〕

田
中

仁
教
授

略
歴

一
九
五
四
年

四
月
二
日

奈
良
県
に
出
生

一
九
七
三
年

三
月

奈
良
県
立
奈
良
高
等
学
校
卒
業

一
九
七
七
年

三
月

広
島
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業

一
九
七
七
年

四
月

広
島
大
学
研
究
生
（
一
九
七
八
年
三
月
ま
で
）

一
九
八
一
年

三
月

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
修
了

一
九
八
四
年

三
月

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
四
年

四
月

大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
講
師

一
九
八
八
年

一
月

大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
助
教
授

一
九
八
八
年

三
月

文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
で
研
修
（
一
九
八
九
年
一
月
ま
で
）

一
九
九
四
年

四
月

広
島
史
学
研
究
会
県
外
評
議
員
（
現
在
に
至
る
）

一
九
九
九
年

一
〇
月

中
国
革
命
史
中
青
年
学
術
賞
・
海
外
優
秀
論
文
賞
（
中
国
社
会
科
学
院
近
代
史
研
究
所
）

二
〇
〇
一
年

一
月

大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
教
授

二
〇
〇
四
年

三
月

大
阪
外
国
語
大
学
博
士
（
国
際
学
）

二
〇
〇
四
年

一
〇
月

日
本
現
代
中
国
学
会
理
事
（
二
〇
二
〇
年
九
月
ま
で
）

二
〇
〇
七
年

一
〇
月

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

二
〇
〇
八
年

四
月

中
国
現
代
史
研
究
会
理
事
・
理
事
長
（
理
事
長
二
〇
一
二
年
三
月
ま
で
、
理
事
二
〇
二
〇
年
三
月
ま
で
）

二
〇
〇
八
年

一
二
月

科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
一
〇
年
一
一
月
ま
で
）

二
〇
〇
九
年

一
二
月

東
洋
文
庫
客
員
研
究
員
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
一
五
年

七
月

大
阪
大
学
総
長
顕
彰
（
研
究
部
門
）

二
〇
一
六
年

一
〇
月

日
本
現
代
中
国
学
会
理
事
長
（
二
〇
一
八
年
九
月
ま
で
）

二
〇
一
六
年

一
二
月

科
学
研
究
費
委
員
会
専
門
委
員
（
二
〇
一
七
年
一
一
月
ま
で
）
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二
〇
一
七
年

一
一
月

中
国
・
南
開
大
学
講
座
教
授
（
現
在
に
至
る
）

二
〇
二
〇
年

三
月

大
阪
大
学
定
年
退
職

二
〇
二
〇
年

四
月

大
阪
大
学
名
誉
教
授

二
〇
二
〇
年

四
月

大
阪
経
済
法
科
大
学
国
際
学
部
教
授
（
現
在
に
至
る
）
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主
要
著
作
目
録

Ⅰ

著
書

(一
）
学
術
書

『抗
日
戦
争
と
中
国
民
衆
―
―
中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
民
主
主
義
』（
共
著
）

法
律
文
化
社

一
九
八
七
年

『ア
ジ
ア
に
お
け
る
社
会
変
動
と
そ
の
諸
環
境
に
関
す
る
史
的
研
究
』（
共
著
）

広
島
大
学
文
学
部

一
九
八
八
年

『抗
日
戦
争
與
中
国
民
衆
―
―
中
国
的
民
族
主
義
與
民
主
主
義
』（
共
著
）

求
実
出
版
社

一
九
八
九
年

『中
国
の
近
代
化
と
政
治
的
統
合
』（
共
著
）

溪
水
社

一
九
九
二
年

『近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
的
構
図
』（
共
著
）

溪
水
社

一
九
九
三
年

『ア
ジ
ア
の
地
域
と
社
会
』（
共
著
）

勁
草
書
房

一
九
九
四
年

『現
代
中
国
の
変
革
―
―
社
会
主
義
シ
ス
テ
ム
の
形
成
と
変
容
』（
共
著
）

世
界
思
想
社

一
九
九
四
年

『中
国
近
代
化
の
歴
史
と
展
望
』（
共
著
）

法
律
文
化
社

一
九
九
六
年

『中
国
近
代
化
課
程
の
指
導
者
た
ち
』（
共
著
）

東
方
書
店

一
九
九
七
年

『東
ア
ジ
ア
史
像
の
新
構
築
（
講
座
東
ア
ジ
ア
近
現
代
史
・
四
）』（
共
著
）

青
木
書
房

二
〇
〇
二
年

『一
九
三
〇
年
代
中
国
政
治
史
研
究
―
―
中
国
共
産
党
の
危
機
と
再
生
』（
単
著
）

勁
草
書
房

二
〇
〇
二
年

『現
代
中
国
地
域
研
究
の
新
た
な
視
圏
』（
編
著
）

世
界
思
想
社

二
〇
〇
七
年

『二
〇
世
紀
三
〇
年
代
的
中
国
政
治
史
―
―
中
国
共
産
党
的
危
機
與
再
生
』（
単
著
）

天
津
社
会
科
学
院
出
版
社

二
〇
〇
七
年

『中
華
民
国
の
制
度
変
容
と
東
ア
ジ
ア
地
域
秩
序
』（
編
著
）

汲
古
書
院

二
〇
〇
八
年

『共
進
化
す
る
現
代
中
国
研
究
―
―
地
域
研
究
の
新
た
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』（
編
著
）

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
一
二
年

『現
代
中
国
変
動
與
東
亜
新
格
局
（
第
一
輯
）』（
編
著
）

社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
一
二
年

『東
ア
ジ
ア
リ
ス
ク
社
会
―
―
発
展
・
共
識
・
危
機
（
日
中
台
共
同
研
究
「
現
代
中
国
と

東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
①
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
二
巻

二
〇
一
四
年
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『二
一
世
紀
の
日
中
関
係
―
―
青
年
研
究
者
の
思
索
と
対
話
（
日
中
台
共
同
研
究
「
現
代

中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
②
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
三
巻

二
〇
一
四
年

『中
国
革
命
・
社
会
変
容
と
世
界
贛
州
会
議
中
国
語
論
文
選
（
日
中
台
共
同
研
究
「
現
代

中
国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
」
③
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
四
巻

二
〇
一
四
年

『二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
の
視
角
と
方
法
―
―
東
洋
文
庫
政
治
史
資
料
研
究
班
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
記
録
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
五
巻

二
〇
一
四
年

『東
ア
ジ
ア
「
生
命
健
康
圏
」
構
築
に
向
け
て
―
―
大
気
汚
染
と
健
康
問
題
を
考
え
る
日

中
国
際
会
議
の
記
録
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
六
巻

二
〇
一
五
年

『戦
前
期
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
『
フ
フ
・
ト
グ
（
青
旗
）』
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
可
能
性

―
―
東
洋
文
庫
政
治
史
資
料
研
究
班
・
研
究
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
七
巻

二
〇
一
五
年

『中
国
の
食
・
健
康
・
環
境
の
現
状
か
ら
導
く
東
ア
ジ
ア
の
未
来
―
―
地
域
研
究
に
お
け

る
文
理
融
合
モ
デ
ル
の
探
求
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
八
巻

二
〇
一
六
年

『戦
前
期
モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
『
フ
フ
・
ト
グ
（
青
旗
）』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
・
公
開
に

向
け
て
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
九
巻

二
〇
一
六
年

『グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
戦
争
』（
共
著
）

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
一
七
年

『二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
と
歴
史
問
題
―
―
思
索
と
対
話
の
た
め
の
政
治
史
論
』（
編
著
）

法
律
文
化
社

二
〇
一
七
年

『二
一
세
기
동
아
시
아
와
역
사
문
제
―
―
사
색
과
대
화
를
위
한
강
의
』（
編
著
）

H
anulM
Plus

二
〇
一
八
年

H
istorical
N
arratives
of
E
ast
A
sia
in
the
21st
Century
:
O
vercom
ing
the

Politics
ofN
ationalIdentity,ed.,

Routledge

二
〇
二
〇
年

『近
現
代
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
と
日
本
』（
共
著
）

大
阪
大
学
出
版
会

二
〇
二
〇
年

『現
代
中
国
変
動
與
東
亜
新
格
局
（
第
二
輯
）』（
編
著
）

社
会
科
学
文
献
出
版
社

二
〇
二
〇
年

『海
外
與
港
台
地
区
中
国
抗
戦
史
研
究
理
論
前
沿
』（
共
著
）

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社

二
〇
二
〇
年
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(二
）
資
料
集

『ア
ジ
ア
現
代
史
年
表
』（
共
著
）

大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
研
究
会

一
九
八
九
年

『一
九
四
〇
年
代
ア
ジ
ア
総
合
年
表
』（
編
著
）

大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
研
究
会

一
九
九
五
年

『王
明
著
作
目
録
』（
編
著
）

汲
古
書
院

一
九
九
六
年

『現
代
中
国
の
起
源
を
探
る
―
―
史
料
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
共
著
）

東
方
書
店

二
〇
一
六
年

『大
阪
大
学
石
濵
文
庫
所
蔵
「
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
」（
一
九
四
一
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
〇
-

一
巻

二
〇
一
七
年

『モ
ン
ゴ
ル
語
新
聞
『
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
』
記
事
索
引
初
稿
（
一
九
四
一
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
一
〇
-二

巻
）

二
〇
一
七
年

『二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
文
献
案
内
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
一
巻

二
〇
一
七
年

『大
阪
大
学
石
濵
文
庫
所
蔵
『
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
』（
一
九
四
二
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
二
-

一
巻

二
〇
一
八
年

『転
換
期
中
国
政
治
論
説
記
事
索
引
（
一
九
七
六
-一
九
八
二
）』（
共
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
三
巻

二
〇
一
九
年

『大
阪
大
学
石
濵
文
庫
所
蔵
『
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
』（
一
九
四
三
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
四
-

一
巻

二
〇
一
九
年

『大
阪
大
学
石
濵
文
庫
所
蔵
『
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
』（
一
九
四
四
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
五
-

一
巻

二
〇
一
九
年

『大
阪
大
学
石
濵
文
庫
所
蔵
『
フ
フ
・
ト
グ
/青
旗
』（
一
九
四
五
年
）』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
六
-

一
巻

二
〇
一
九
年

(三
）
教
科
書

『中
国
語
中
級
読
本
―
―
二
〇
世
紀
の
中
国
政
治
二
〇
講
』（
編
著
）

大
阪
外
国
語
大
学

二
〇
〇
〇
年

『原
典
で
読
む
二
〇
世
紀
中
国
政
治
史
』（
編
著
）

白
帝
社

二
〇
〇
三
年
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『新
・
図
説
中
国
近
現
代
史
―
―
日
中
新
時
代
の
見
取
図
』（
共
著
）

法
律
文
化
社

二
〇
一
二
年

『概
説
・
近
現
代
中
国
政
治
史
』（
共
著
）

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

二
〇
一
二
年

『現
代
中
国
に
関
す
る
一
三
の
問
い
―
―
中
国
地
域
研
究
講
義
』（
編
著
）

O
U
FC
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
第
一
巻

二
〇
一
三
年

『新
・
図
説
中
国
近
現
代
史
―
―
日
中
新
時
代
の
見
取
図
（
改
訂
版
）』（
共
著
）

法
律
文
化
社

二
〇
二
〇
年

Ⅱ

論
説

「王
明
（
陳
紹
禹
）
の
反
帝
統
一
戦
線
論
に
つ
い
て
―
―
一
九
三
五
年
八
月
か
ら
一
九
三

六
年
二
月
ま
で
」

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
第

二
号

一
九
八
〇
年

「王
明
の
抗
日
統
一
戦
線
論
に
関
す
る
資
料
上
の
若
干
の
問
題
に
つ
い
て
」

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
第

四
号

一
九
八
二
年

「王
明
（
陳
紹
禹
）
に
お
け
る
抗
日
民
族
統
一
戦
線
論
の
形
成
に
つ
い
て
」

史
学
研
究
第
一
五
八
号

一
九
八
三
年

「論
王
明
的
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
特
点
」

『
中
国
抗
日
根
拠
地
史
国
際
学
術
討

論
会
論
文
集
』

一
九
八
五
年

「抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
め
ぐ
る
王
明
と
中
国
共
産
党
」

歴
史
評
論
第
四
二
三
号

一
九
八
五
年

「囲
繞
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
王
明
與
中
国
共
産
党
」

党
史
研
究
一
九
八
六
年
第
六
期

一
九
八
六
年

「第
二
次
世
界
大
戦
と
中
国
―
―
梁
寒
冰
・
魏
宏
運
主
編
『
中
国
現
代
史
大
事
記
』
の
記

述
を
め
ぐ
っ
て
」

『
第
二
次
世
界
大
戦
と
ア
ジ
ア
社
会

の
変
容
』

一
九
八
六
年

「中
国
抗
日
民
族
統
一
戦
線
研
究
に
関
す
る
覚
書
―
―
中
国
共
産
党
の
政
策
を
中
心
に
」

『
両
大
戦
間
期
ア
ジ
ア
に
お
け
る
政

治
と
社
会
』

一
九
八
七
年

「関
於
中
国
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
研
究
筆
記
―
―
以
中
国
共
産
党
的
政
策
為
中
心
」

史
学
月
刊
第
一
八
〇
期

一
九
八
九
年

「国
民
政
府
時
期
、
転
換
期
の
上
海
に
お
け
る
中
国
共
産
党
の
組
織
と
活
動
」

大
阪
外
国
語
大
学
論
集
第
一
号

一
九
九
〇
年

「中
国
文
化
大
革
命
考
―
―
菊
地
昌
典
氏
の
所
論
を
め
ぐ
っ
て
」

歴
史
科
学
第
一
二
一
号

一
九
九
〇
年

「従
「
一
二
九
」
到
「
八
一
三
」
時
期
的
上
海
地
下
党
」

中
共
党
史
資
料
第
四
五
輯

一
九
九
三
年
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「中
国
共
産
党
関
於
建
立
陝
甘
寧
根
拠
地
構
想
的
演
変
」

『
中
外
学
者
論
抗
日
根
拠
地
』

一
九
九
三
年

「華
北
事
変
與
中
国
共
産
党
在
平
津
地
区
的
組
織
和
活
動
」

北
京
党
史
研
究
第
八
五
期

一
九
九
四
年

「華
北
事
変
と
中
国
共
産
党
―
―
平
津
地
区
に
お
け
る
組
織
と
活
動
」

現
代
中
国
第
六
八
号

一
九
九
四
年

「王
明
著
作
考
」

党
史
研
究
資
料
第
二
〇
四
期

一
九
九
四
年

「中
国
共
産
党
の
組
織
再
編
を
め
ぐ
る
一
考
察
（
一
九
三
四
-一
九
三
八
）
―
―
政
党
・
軍

隊
と
「
国
家
」」

ア
ジ
ア
研
究
第
四
四
巻
第
四
号

一
九
九
九
年

「一
九
三
〇
年
代
な
か
ば
の
西
安
と
中
国
共
産
党
―
―
中
国
政
治
に
お
け
る
「
地
方
実
力

派
」
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
一
考
察
」

現
代
中
国
研
究
第
五
号

一
九
九
九
年

「国
民
政
府
時
期
、
転
換
期
の
中
国
政
治
と
都
市
部
に
お
け
る
共
産
党
の
再
生
」

ア
ジ
ア
太
平
洋
論
叢
第
一
〇
号

二
〇
〇
〇
年

「近
代
日
本
の
戦
争
と
東
北
ア
ジ
ア
の
新
環
境
―
―
高
校
歴
史
教
科
書
を
素
材
と
し
て
」

EX
O
RIEN
T
E
第
一
〇
巻

二
〇
〇
四
年

「全
面
抗
戦
期
中
国
政
治
の
特
質
と
そ
の
射
程
」

『
中
国
近
代
政
治
史
研
究
の
新
視

角
』

二
〇
〇
四
年

「一
九
三
〇
年
代
中
国
共
産
党
的
危
機
與
新
生
」

『
一
九
三
〇
年
代
的
中
国
』

二
〇
〇
六
年

「「
抗
戦
建
国
記
念
日
」
に
関
す
る
三
大
新
聞
「
社
論
」
言
説
分
析
」

近
き
に
在
り
て
第
五
一
号

二
〇
〇
七
年

「日
中
戦
争
前
期
に
お
け
る
華
北
農
村
と
中
国
共
産
党
―
―
河
北
省
淶
源
県
の
「
八
〇
〇

日
」」

『
中
国
社
会
主
義
文
化
の
研
究
』

二
〇
一
〇
年

「関
於
三
大
報
紙
的
「
抗
戦
建
国
紀
念
日
」
社
論
的
話
語
分
析
」

『
現
代
中
国
変
動
與
東
亜
新
格
局

（
第
一
輯
）』

二
〇
一
二
年

「一
九
八
〇
年
代
党
史
研
究
制
度
的
再
建
與
展
開
」

大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
二
〇
一
四
年
第
二
号

二
〇
一
四
年

「一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
中
共
党
史
研
究
の
再
建
と
展
開
」

阪
大
法
学
第
六
四
巻
第
三
・
四
号

二
〇
一
四
年
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「日
中
戦
争
前
期
的
華
北
農
村
與
中
国
共
産
党
―
―
河
北
省
淶
源
県
的
「
八
〇
〇
日
」」

大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
二
〇
一
五
年
第
三
号

二
〇
一
五
年

「一
九
三
〇
年
代
上
海
日
本
人
社
会
の
変
容
―
―
『金
風
社
人
名
録
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

と
考
察
」（
共
著
）

阪
大
法
学
第
六
五
巻
第
二
号

二
〇
一
五

「一
九
三
〇
年
代
上
海
日
本
居
留
民
社
会
的
変
遷
―
―
《
金
風
社
人
名
録
》
的
数
拠
庫
化

及
其
考
察
」（
共
著
）

大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
二
〇
一
五
年
第
一
〇
号

二
〇
一
五
年

「二
一
世
紀
日
本
学
界
有
関
日
中
戦
争
史
研
究
」

史
学
月
刊
第
九
期

二
〇
一
五
年

「日
中
関
係
四
〇
年
と
中
国
政
治
」

研
究
中
国
第
六
号

二
〇
一
八
年

「「
毛
沢
東
思
想
」
在
当
代
中
国
政
治
中
的
重
新
定
義
與
日
中
関
係
―
―
以
《
中
国
研
究
》

月
刊
為
考
察
対
象
」

大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
二
〇
一
九
年
第
一
号

二
〇
一
九
年

「現
代
中
国
政
治
の
転
換
と
中
共
十
一
期
三
中
全
会
」

阪
大
法
学
第
六
九
巻
第
三
・
四
号

二
〇
一
九
年

「華
国
鋒
研
究
の
概
況
と
展
開
」

史
学
研
究
第
三
〇
五
号

二
〇
二
〇
年

「現
代
中
国
政
治
に
お
け
る
「
毛
沢
東
思
想
」
の
再
定
義
と
日
中
関
係
―
―
月
刊
誌
『中
国

研
究
』
に
見
る
歴
史
の
語
り
」

『
近
現
代
東
ア
ジ
ア
の
地
域
秩
序
と

日
本
』

二
〇
二
〇
年

「現
代
中
国
政
治
の
転
換
と
華
国
鋒
―
―
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
の
資
料
的
考
察
」

『
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研

究
』

二
〇
二
〇
年

「中
共
十
一
届
三
中
全
会
與
当
代
中
国
政
治
転
型
」

大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー

パ
ー
二
〇
二
〇
年
第
三
号

二
〇
二
〇
年
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「
二
一
世
紀
的
東
亜
與
歴
史
問
題
」

『
現
代
中
国
変
動
與
東
亜
新
格
局

（
第
二
輯
）』

二
〇
二
〇
年

Ⅲ

学
会
報
告
等

「論
王
明
的
抗
日
民
族
統
一
戦
線
理
論
特
点
」

中
国
抗
日
根
拠
地
歴
史
国
際
学
術

討
論
会
（
中
国
・
南
開
大
学
）

一
九
八
四
年

「日
本
戦
後
中
国
近
現
代
史
研
究
與
我
見
」（
学
術
講
演
会
）

中
国
・
華
中
師
範
大
学

一
九
八
八
年

「中
国
共
産
党
関
於
建
立
陝
甘
寧
根
拠
地
構
想
的
演
変
」

第
二
回
中
国
抗
日
根
拠
地
歴
史
国

際
学
術
討
論
会
（
中
国
・
南
開
大

学
）

一
九
九
一
年

「華
北
事
変
と
中
国
共
産
党
―
―
平
津
地
区
に
お
け
る
組
織
と
活
動
」

日
本
現
代
中
国
学
会
全
国
学
術
大

会
（
神
戸
商
科
大
学
）

一
九
九
三
年

「国
民
政
府
時
期
、
中
国
政
治
的
転
折
與
共
産
党
的
城
市
的
崛
起
」

中
華
人
民
共
和
国
成
立
五
〇
周
年

記
念
中
国
革
命
史
中
青
年
学
術
賞

授
賞
式
・
学
術
討
論
会
（
中
国
・

広
州
）

一
九
九
九
年

「一
九
三
〇
年
代
な
か
ば
の
中
国
共
産
党
と
毛
沢
東
―
―
路
線
転
換
に
お
け
る
軍
事
問
題

の
位
置
に
つ
い
て
」

広
島
史
学
研
究
会
（
広
島
大
学
）

一
九
九
九
年

「中
国
政
治
史
研
究
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
―
―
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
」

大
阪
外
国
語
大
学
言
語
社
会
学

会
・
研
究
大
会

二
〇
〇
二
年

「全
面
抗
戦
期
中
国
政
治
の
特
質
と
そ
の
射
程
」

財
団
法
人
交
流
協
会
「
中
国
近
代

政
治
史
研
究
の
新
視
角
」（
慶
應
義

塾
大
学
）

二
〇
〇
四
年
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「一
九
三
〇
年
代
中
国
政
治
史
研
究
」（
学
術
講
演
会
）

中
国
・
華
中
師
範
大
学
政
法
学
院

二
〇
〇
四
年

「一
九
三
〇
年
代
中
国
政
治
史
研
究
」（
学
術
講
演
会
）

中
国
・
南
開
大
学
歴
史
学
院

二
〇
〇
五
年

「一
九
三
〇
年
代
中
国
共
産
党
的
危
機
與
新
生
」

一
九
三
〇
年
代
的
中
国
国
際
研
討

会
（
中
国
・
成
都
）

二
〇
〇
五
年

「在
日
本
中
共
党
史
研
究
與
抗
戦
時
期
的
中
国
共
産
党
」（
学
術
講
演
会
）

中
国
・
北
京
大
学
歴
史
系

二
〇
〇
五
年

「一
九
三
〇
年
代
中
国
共
産
党
的
民
族
主
義
與
国
際
主
義
―
―
中
共
革
命
路
線
的
確
立
與

王
明
」

第
二
回
中
国
近
代
思
想
史
国
際
学

術
研
討
会
（
中
国
・
煙
台
）

二
〇
〇
六
年

「試
論
抗
日
戦
争
前
期
中
国
共
産
党
的
党
軍
関
係
」

一
九
四
〇
年
代
的
中
国
国
際
学
術

研
討
会
（
中
国
・
北
京
）

二
〇
〇
七
年

「試
論
抗
日
戦
争
前
期
中
国
共
産
党
的
党
軍
関
係
」

第
一
回
現
代
中
国
社
会
変
動
與
東

亜
格
局
国
際
学
術
論
壇
（
中
国
・

南
開
大
学
）

二
〇
〇
七
年

「関
於
三
大
報
紙
《
抗
戦
建
国
紀
念
日
》
社
論
的
話
語
分
析
」

第
二
回
現
代
中
国
社
会
変
動
與
東

亜
格
局
国
際
学
術
討
論
会
（
台

湾
・
東
華
大
学
）

二
〇
〇
八
年

「日
中
戦
争
前
期
に
お
け
る
華
北
農
村
と
中
国
共
産
党
―
―
河
北
省
涞
源
県
の
「
八
〇
〇

日
」」

第
三
回
現
代
中
国
の
社
会
変
容
と

東
ア
ジ
ア
新
環
境
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
（
大
阪
大
学
）

二
〇
〇
九
年

「中
日
戦
争
前
期
的
華
北
農
村
與
中
国
共
産
党
―
―
河
北
省
涞
源
県
的
「
八
〇
〇
日
」」

第
二
回
近
代
中
国
與
世
界
曁
紀
念

近
代
史
所
成
立
六
〇
周
年
国
際
学

術
研
討
会
（
中
国
・
北
京
）

二
〇
一
〇
年
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「中
華
人
民
共
和
国
六
〇
年
與
二
一
世
紀
的
東
亜
」

第
四
回
現
代
中
国
與
東
亜
格
局
教

学
與
研
究
工
作
坊
（
中
国
・
贛
南

師
範
学
院
）

二
〇
一
〇
年

「中
華
人
民
共
和
国
の
六
〇
年
と
二
一
世
紀
の
東
ア
ジ
ア
」

日
中
戦
争
史
研
究
会
（
愛
知
大
学
）
二
〇
一
一
年

「関
於
大
阪
大
学
中
国
文
化
論
壇
《
共
同
進
化
的
中
国
現
代
研
究
》」

第
五
回
現
代
中
国
與
東
亜
格
局
教

学
與
研
究
工
作
坊
（
中
国
・
内
モ

ン
ゴ
ル
大
学
）

二
〇
一
一
年

「一
九
八
〇
年
代
党
史
研
究
制
度
的
重
建
與
展
開
」

第
二
回
中
国
当
代
史
研
究
工
作
坊

（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）

二
〇
一
三
年

「一
九
八
〇
年
代
党
史
研
究
制
度
的
重
建
與
展
開
」

第
八
回
現
代
中
国
與
東
亜
新
格
局

国
際
学
術
研
討
会
（
中
国
・
鄭
州

大
学
）

二
〇
一
四
年

「一
九
三
〇
年
代
上
海
日
本
人
社
会
の
変
容
―
―
『
金
風
社
人
名
録
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
初
歩
的
考
察
」（
共
同
報
告
）

第
八
回
現
代
中
国
與
東
亜
新
格
局

国
際
学
術
研
討
会
（
中
国
・
鄭
州

大
学
）

二
〇
一
四
年

「「
毛
沢
東
時
代
」
再
考
」

「
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研

究
」
共
同
研
究
班
（
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
）

二
〇
一
五
年

「二
一
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
中
国
抗
日
戦
争
研
究
」

ワ
ン
ア
ジ
ア
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

（
中
国
・
上
海
）

二
〇
一
五
年

「戦
後
七
〇
周
年
與
二
一
世
紀
的
東
亜
―
―
「
戦
争
表
述
」
與
歴
史
認
識
」

第
九
回
近
代
中
国
與
東
亜
新
格
局

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
中
国
・
吉

林
師
範
大
学
）

二
〇
一
五
年
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「一
九
三
〇
年
代
上
海
日
本
人
社
会
の
変
容
―
―
『
金
風
社
人
名
録
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
と
考
察
」（
共
同
報
告
）

日
本
上
海
史
研
究
会
（
日
本
大
学
）
二
〇
一
六
年

「二
一
世
紀
的
東
亜
與
歴
史
問
題
」

第
一
〇
回
国
際
セ
ミ
ナ
ー
現
代
中

国
と
東
ア
ジ
ア
の
新
環
境
（
中

国
・
山
東
大
学
）

二
〇
一
六
年

「現
代
中
国
政
治
に
お
け
る
毛
沢
東
経
路
の
発
生
」

「
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研

究
」
共
同
研
究
班
（
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
）

二
〇
一
七
年

「笹
川
裕
史
編
『
戦
時
秩
序
的
声
音
』
及
其
抗
日
戦
争
的
看
法
」

中
国
現
代
史
研
究
工
作
坊
（
中

国
・
南
開
大
学
）

二
〇
一
八
年

「当
代
中
国
政
治
転
変
與
毛
沢
東
思
想
的
再
定
義
」

「
国
共
両
党
的
比
較
研
究
」
二
〇
一

八
年
度
会
議
（
京
都
大
学
）

二
〇
一
八
年

「当
代
中
国
政
治
中
的
毛
沢
東
路
径
的
産
生
」

第
一
二
回
国
際
学
術
会
議
「
現
代

中
国
與
東
亜
新
格
局
―
―
改
革
開

放
40
年
的
歴
史
認
識
」（
韓
国
・
ソ

ウ
ル
大
学
）

二
〇
一
八
年

East
A
sia
in
the
T
w
enty-first
Century
:Controversy
over
H
istoriography

10th
InternationalConference

on
East
A
sian
Studies,N
ational

U
niversity
ofM
ongolia

二
〇
一
八
年

「人
民
共
和
国
政
治
の
転
換
と
華
国
鋒
―
―
『
毛
沢
東
選
集
』
第
五
巻
の
資
料
的
考
察
」

「
毛
沢
東
に
関
す
る
人
文
学
的
研

究
」
共
同
研
究
班
（
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
）

二
〇
一
九
年
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「日
本
学
界
に
お
け
る
日
中
戦
争
史
研
究
概
観
」

研
究
セ
ミ
ナ
ー
（
中
国
・
南
開
大

学
日
本
研
究
院
）

二
〇
一
九
年

「現
代
中
国
政
治
中
的
毛
沢
東
路
径
的
産
生
―
―
歴
史
制
度
論
和
歴
史
看
法
」

改
革
開
放
史
研
究
―
―
回
顧
與
展

望
研
討
会
（
中
国
・
南
開
大
学
歴

史
学
院
）

二
〇
一
九
年

「当
代
中
国
政
治
的
転
折
與
華
国
鋒
―
―
以
《
毛
沢
東
選
集
》
第
五
巻
為
考
察
対
象
」

中
国
当
代
史
研
究
的
新
視
角
與
新

材
料
国
際
学
術
研
討
会
（
中
国
・

華
東
師
範
大
学
）

二
〇
一
九
年

「現
代
中
国
政
治
的
転
折
與
中
共
十
一
届
三
中
全
会
」

第
一
三
回
現
代
中
国
與
東
亜
新
格

局
国
際
学
術
研
討
会
（
台
湾
・
東

華
大
学
）

二
〇
一
九
年

「『
喬
欽
起
工
作
筆
記
』
か
ら
見
る
現
代
中
国
政
治
の
転
換
」

「
二
〇
世
紀
中
国
史
の
資
料
的
復

元
」
共
同
研
究
班
（
京
都
大
学
人

文
科
学
研
究
所
）

二
〇
二
〇
年

「「
華
国
鋒
」
と
い
う
問
い
―
―
現
代
中
国
政
治
の
転
換
と
毛
沢
東
思
想
の
再
定
義
」

「
国
共
両
党
的
比
較
研
究
」
二
〇
二

〇
年
度
会
議
（
台
湾
・
中
央
研
究

院
近
代
史
研
究
所
）

二
〇
二
〇
年

Ⅳ

翻
訳

李
良
志
「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
と
そ
の
特
徴
」（
共
訳
）

立
命
館
法
学
第
一
六
五
・
一
六
六

号

一
九
八
三
年

李
良
志
「
抗
日
戦
争
勝
利
の
偉
大
な
意
義
」「
抗
日
戦
争
史
の
い
く
つ
か
の
側
面
に
関
す

る
研
究
課
題
」

立
命
館
法
学
第
一
八
〇
号

一
九
八
六
年
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魏
宏
運
「
華
北
抗
日
根
拠
地
に
お
け
る
経
済
繁
栄
の
道
」（
共
訳
）

立
命
館
法
学
第
一
八
二
号

一
九
八
六
年

王
檜
林
「
抗
日
戦
争
史
研
究
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
問
題
」

大
阪
外
国
語
大
学
学
報
第
七
四
巻

第
三
号

一
九
八
七
年

楊
奎
松
「
抗
日
戦
争
期
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
ソ
連
と
中
国
共
産
党
」

歴
史
評
論
第
四
五
八
号

一
九
八
八
年

李
良
志
「
西
安
事
変
後
の
七
回
の
国
共
交
渉
（
そ
の
一
）
～
（
そ
の
三
）」

中
国
現
代
史
研
究
会
通
信
第
二
期

第
四
六
、
四
七
、
四
九
号

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

李
良
志
「
抗
日
民
族
統
一
戦
線
樹
立
に
お
け
る
王
明
の
役
割
に
つ
い
て
」

大
阪
外
国
語
大
学
論
集
第
二
号

一
九
九
〇
年

梁
琴
「
第
二
次
国
内
革
命
戦
争
時
期
に
お
け
る
統
一
戦
線
の
範
囲
と
「
ソ
ビ
エ
ト
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
」

大
阪
外
国
語
大
学
論
集
第
三
号

一
九
九
〇
年

Ⅴ

そ
の
他

小
島
晋
司
『
太
平
天
国
の
歴
史
と
思
想
』（
新
刊
紹
介
）

史
学
研
究
第
一
四
四
号

一
九
七
九
年

野
沢
豊
編
『
中
国
の
幣
制
改
革
と
国
際
関
係
』（
新
刊
紹
介
）

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
第

三
号

一
九
八
一
年

楊
奎
松
「
中
国
共
産
党
抗
日
民
族
統
一
戦
線
的
形
成
與
共
産
国
際
」（
評
論
）

広
島
大
学
東
洋
史
研
究
室
報
告
第

五
号

一
九
八
三
年

「抗
日
根
拠
地
の
歴
史
に
関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て
（
報
告
）

歴
史
学
研
究
第
五
三
七
号

一
九
八
五
年

「日
本
学
者
田
中
仁
対
抗
日
根
拠
地
史
国
際
学
術
討
論
会
的
評
述
」（
報
告
）

『
中
国
抗
日
根
拠
地
史
国
際
学
術
討

論
会
論
文
集
』

一
九
八
五
年

「国
民
政
府
研
究
と
横
山
史
学
」（
研
究
解
題
）

軌
跡
（
横
山
英
先
生
退
官
記
念
文

集
）

一
九
八
八
年

「日
本
戦
後
中
国
近
現
代
史
研
究
與
我
見
」（
動
向
整
理
）

華
中
師
範
大
学
学
報
哲
学
社
会
科

学
版
第
二
九
巻
第
一
期

一
九
九
〇
年
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「此
岸
的
桜
花
、
彼
岸
的
牡
丹
之
間
所
帯
的
水
、
緩
乎
？
甜
？
」（
エ
ッ
セ
イ
）

中
国
名
城
第
三
期

一
九
九
〇
年

「王
明
著
作
目
録
初
稿
（
一
九
三
五
～
一
九
三
八
）」（
目
録
）

大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
学
論
叢

創
刊
号
・
第
二
号
・
第
三
号

一
九
九
一
～

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

「十
年
来
日
本
関
於
中
国
近
現
代
史
和
当
代
史
的
研
究
」（
動
向
整
理
）

歴
史
教
学
第
三
五
三
期

一
九
九
三
年

「王
明
著
作
目
録
選
登
」（
目
録
）

党
史
研
究
資
料
第
一
九
五
期

一
九
九
三
年

「中
国
に
お
け
る
抗
日
戦
争
史
叢
書
の
編
纂
に
つ
い
て
」（
紹
介
）

中
国
現
代
史
研
究
会
通
信
第
二
期

第
六
二
号

一
九
九
三
年

「楊
奎
松
『
失
わ
れ
し
機
会
？
―
―
抗
戦
前
後
に
お
け
る
国
共
交
渉
実
録
』」（
読
書
ノ
ー

ト
）

大
阪
外
国
語
大
学
ア
ジ
ア
学
論
叢

第
四
号

一
九
九
四
年

「中
国
社
会
」（
文
献
紹
介
）

『
世
界
地
域
研
究
基
本
文
献
目
録
』

一
九
九
四
年

王
明
「
高
揚
す
る
中
国
革
命
」（
翻
訳
・
解
説
）

近
代
中
国
研
究
彙
報
第
二
〇
号

一
九
九
八
年

今
井
駿
『
中
国
革
命
と
対
日
抗
戦
―
―
抗
日
民
族
統
一
戦
線
研
究
序
説
』（
書
評
）

現
代
中
国
研
究
第
三
号

一
九
九
八
年

「コ
ミ
ン
テ
ル
ン
」「
義
会
議
」
な
ど
二
五
項
目
の
執
筆
（
事
典
）

『
岩
波
現
代
中
国
事
典
』

一
九
九
九
年

「楊
奎
松
報
告
に
対
す
る
問
題
提
起
」（
討
論
）

現
代
中
国
研
究
第
八
号

二
〇
〇
一
年

「毛
沢
東
」「
中
国
共
産
党
」
な
ど
四
五
項
目
の
執
筆
（
辞
典
）

『
角
川
世
界
史
辞
典
』

二
〇
〇
一
年

三
好
章
『
摩
擦
と
合
作
：
新
四
軍
一
九
三
七
～
一
九
四
一
』（
書
評
）

史
潮
新
五
五
号

二
〇
〇
四
年

鐙
屋
一
『
章
士
釗
と
中
国
近
代
政
治
史
研
究
』（
書
評
）

近
き
に
在
り
て
第
四
六
号

二
〇
〇
五
年

「一
九
四
〇
年
代
中
国
史
年
表
」（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

二
〇
〇
五
年

石
島
紀
之
・
久
保
亨
編
『
重
慶
国
民
政
府
の
研
究
』（
書
評
）

歴
史
評
論
第
六
八
三
号

二
〇
〇
七
年

「国
際
政
治
：
グ
ロ
ー
バ
ル
大
国
・
中
国
と
ど
う
向
き
合
う
か
―
―
「
共
進
化
」
す
る
現

代
中
国
研
究
」

阪
大
N
EW
S
LET
T
ER
第
五
三

号

二
〇
一
一
年
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「大
阪
大
学
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
紹
介
）

地
域
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
・

ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
第
一
二
号

二
〇
一
二
年

「李
大
釗
」「
陳
紹
禹
」
な
ど
三
〇
項
目
の
執
筆
（
辞
典
）

『
世
界
人
名
大
辞
典
』

二
〇
一
三
年

丸
田
孝
志
『
革
命
の
儀
礼
―
―
中
国
共
産
党
根
拠
地
の
政
治
動
員
と
民
俗
』（
書
評
）

現
代
中
国
第
八
八
号

二
〇
一
四
年

深
町
英
夫
編
『
中
国
議
会
一
〇
〇
年
史
―
―
誰
が
誰
を
代
表
し
て
き
た
の
か
』（
書
評
）

現
代
中
国
第
九
〇
号

二
〇
一
六
年

加
藤
弘
之
著
『
中
国
経
済
学
入
門
―
―
「
曖
昧
な
制
度
」
は
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
』

（
書
評
）

現
代
中
国
研
究
第
四
〇
号

二
〇
一
八
年

娜
仁
格
日
勒
編
著
『
梅
棹
忠
夫
の
内
モ
ン
ゴ
ル
調
査
を
検
証
す
る
』（
書
評
）

日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
第
五
二
巻
第
二

号

二
〇
一
八
年


